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ReamCoengPrei,⑤ ウパヨリエチ ･アン･ノーンUphayoreacAngNonである｡ ポスト･
アンコール史の通説では,一系の王朝が,① バサンBasan(スレイ ･サントー)-② チャト･
モックCatoMuk(プノンペンPhnomPenh)-③ ロンヴェ-クLongvek-④ ウドンUdong
と遷都したことになっている [20]｡ そして,スレイ ･サントー に立った5王のうち,バサンの
ポニェ･ヤートだけが正統王とされ,それ以外は一時的な反乱者に過ぎないと見なされて,積
極的な研究の対象とはならないできた｡ しかし,反乱の拠点が常にスレイ ･サントー であった
ということは,正統王に対抗する勢力が拠って立っことのできる基盤が,この地域に存在 した
可能性を示唆する｡ 本論では,(1)スレイ ･サントーに基盤を置く勢力が実在 したのか,(2)





ボンサワダーBansavatarであり,筆者が入手 し得た次の4種類を用いる｡ ① ガルニエ訳
[7] :1818年 3月 19日に, アン･チャンAng Cand王がオクニヤ･ヴォンサー ･サラペ
チ ･ノンUkaflaVansaSarbejfiNanに編纂させた版を, ドゥダール ･ド･ラグレDoudart
deLagreeがフランス語訳 し, 1871-72年にフランシス･ガルニエFrancisGarnierが出版 し
たものである [15:9-10]｡② バンコク写本 [4]:1878年 3月 19日,ヌパラットNabbaratn
王子が編纂 した版である [15:13]｡筆者が使用するのは,バンコクの国立文書館に所蔵されて
いた写本であり,上智大学の石葎良昭教授の御好意でコピーを入手 した｡1)③ ムーラ訳 [17]:
少なくとも1869年以降に編纂された編者不明の年代記を, ジャン･ムーラJeanMouraがフ




年 2月に完成 した年代記である [15:15-16]｡筆者が使用したのは,1975年までプノンペンの
仏教研究所が所蔵 していた写本のマイクロフィルムで,東京のユネスコ東アジア文化研究セン
ターに保管されているものである｡ この写本のうち, 1677年までの記述は, マック･プアン








い｡筆者は, 1997年 12月 7日～19日, 1998年 3月 17日～22日にスレイ ･サントー 地区で
行った口承伝承採集調査3)の結果と,年代記の記述の比較を本論において試みることにする｡
Ⅰ フランス領期のスレイ ･サン トー
1906年のレジダンス ･コムボン･チャームResidencedeKompong-Cham地誌によると,
スレイ ･サントー地方は面積 72,000ha,40の村落があり,カンボジア人 37,860人,中国人
5,609人,マレー人 1,752人,アンナム (ベ トナム)人 589人,プノーンPnong人4)216人の人
口を持つ,レジダンス最大の地方 provinceであった[1:25-26]｡この地誌の村落 リスト[l:261
27],EFEO所蔵の村落 リス ト5) [11],1879年 11月のサイゴンSaigon-プノンペン鉄道敷設
調査 [18:119-234]によると,メコン河の自然堤防上には,帯状に村落が連続 し,人口の大半
がここに集中していた｡この人口分布は現在も変化 していない｡
メコン河沿いに発達 した村落のなかでは, トレイTurei(地図 2:K-13)が行政センターで
あり,カンボジア人知事の住居とその地方法廷があった.トンレ･トー チTonleToc河とメコ
ン河の分岐点には, 中国人が多 く住む商業センターのチ-Ciheがあり, 内陸の トボーン･ク
モムThbongKhmum地方6)(地図 1:Iぺ)の出口として,米の収穫期に賑わった｡この他プ
レック･夕･ノンPrekTaNon,プレック･ドムボークPrekDombok(地図 2:R-7),ブレ



























現在, この地方に国道はない｡ フランス領期にもプノンペンと結ぶ植民地道路7)は存在 しな
かったが,メコン河とトンレ･トー チ河の河川港をプレイ ･ヴェーンPreiVeng市 (地図 1:
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トーチ河岸のロヴェーLoveを通 り,プレイ ･ヴェーン市に続 く道 (8km)は,雨季には水没
した｡ (2) メコン河岸の トレイから, トンレ･トー チ河岸のコムボン･チョムローンKom-








年代記ガルニエ訳とバンコク写本によると,ポ-ェ ･ヤー ト王はサカsaka暦 1310年,辰年
(1388年)にバサンに都を移 し,後にスロック･プノム ･ペン･チャト･モックSrokPhnom
Pe自CatoMuk(プノンペン)に遷都 した[4:72;7:344]｡ ム-ラ訳では,ポニェ･ヤー トは
1435年に妃たちや大臣たちを連れて大河 (メコン河)に沿って旅行し,スレイ ･サントー 地方
に止まって,バサンの村の近 くに王宮を建てさせたという｡1446年には全宮廷を引き連れて,
チャト･モックの王宮に移動 した[17:39]｡VJ写本によると,ポニェ･ヤー ト王は,1431年に
スレイ ･サントー地方のバサンの丘に移り[3:85;9:66-づ7], さらに1434年に トンレ･プ





















づくものではないが,筆者も 『明史』に見られる ｢忽児那｣のタイトル ｢真膿国巴山王｣は,
｢真臓国の中の巴山の王｣であると解釈するほうが良いと判断する｡














ば ｢プノム･バ｣でなくてはならない｡② スレイ･サントー にバサンという集落は無いが,｢バ
サンの丘｣という地名は存在する｡③ ガルニエはバ リボーBariborの古名 Amraptoronchor
を誤ってポーサットPosat地方の山であると比定している例があり [7:348], トレアン説が
正しいとする根拠としては使えない｡④ 複数の土地が同じ地名を持っ例が多数あり,バサンと
いう地名が-カ所のみとは限 らない｡⑤ の根拠であるサヴェロス ･レヴィッツSaveros
Lewitzの地名考察では,16世紀の王都ロングェ-クLongvek,19世紀の海港コムポー ト
Kampot等が,クメール語で説明できない地名として挙げられている [10:405]｡
















ン･プレイとヤー トの血縁関係は,全 くの憶測で根拠が無い｡さらに,スペイン･ポル トガル
史料には,年代記の リエム ･チュ-ン･プレイと同一人物であると考えられる9)ァナカバラン
Anacaparanという王が,シス トル(スレイ ･サントー)に根拠地を置いたことが記されてい
る｡ しかし,スペイン･ポル トガル史料には,｢リエム ･チューン･プレイ｣というタイ トルは





























































息子 トワマ ･リエチエはバ ･プノムで軍隊を召集してシャム軍を撃退し,1477年に即位する
58
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[17:40]｡VJ写本では,スレイ ･リエチエ王の即位は 1468年子年,反乱の勃発は 1475年未年,
トワマ ･リエチエの即位は成年 (1478年)である｡巳年 (1485年)に トワマ ･リエチエがシャ
ム軍の派兵を請い, スレイ ･リエチエとスレイ ･ソリヨティがシャムに連行された｡ また VJ
写本だけに,(彰スレイ ･リエチエ王の勢力圏が トンレ･サーブ湖周辺に分布 し,ll) ②スレイ ･
ソリヨティの王宮はスレイ ･ソー ･チョ-SreiSoChor(スレイ ･サントー)で,メコン河東
岸を勢力圏 としたこと,12)③ トワマ ･リエチエの王宮 はチャト･モ ックで,その勢力圏はバ
サックBasak河西岸に展開 していたこと13)が記される [3:96-118;9:75-91]｡このように,
写本によって事件の年代や経緯に異同があり,同時代史料 も存在 しないため, この反乱の真偽
を決定できない｡
第 2はポニェ ･ヤー トの孫 ソコンナポットSokonthabat王の治世に起 こった｡ ソコンナ
ポット王はバサンに王都を置いたが, コーン14)という人物が反乱を起 こし,王はス トゥン･サ
エンStungSaenまで逃げて殺された｡ コーンはバサンで王を自称 したが,後にソコンナポッ
トの弟であるチャン･リエチエCanReaceaがコーンを破 り,ロングェ-クを建都 した｡ガル
ニエ訳,バ ンコク写本とVJ写本では,ソコンナポットの即位はサカ暦 1426年子年 (1504年),
反乱の勃発はサカ暦 1430年辰年 (1508年),王の暗殺はサカ暦 1434年申年 (1512年)である｡
王の弟チャン･リエチエは一時アユタヤに避難 し,サカ暦 1438年子年 (1516年)に帰国 して,


























































ペァカデイTuolOk丘aPhakdeiなどの小丘群が分布 している｡ また, プラサー ト･ブレア ･






イであるといわれている｡またスダチ ･コーンの師であるクルー ･サウKruSauの遺骨 も,こ
のチェデイに納め られているという｡ スダチ ･コーンはクルー ･サウが買 った トレイ ･ポー
TreiPoという魚の腹の中に居た赤子であり, タ一 ･ティエTaTea, イェイ ･バーンYeay
Banの夫婦に育て られた｡クルー ･サウが トレイ ･ポーを買 った場所が,現在の地方知事の所
在地であるブレーク ･ポーである｡ スダチ ･コーンは,父親 とは知 らずに王と戦争をしたが,
後に自分が実の父親 と戦 っていたことを知ると,武器をこの寺に納めた｡スダチ ･コーンが死
んだとき,遺体はワット･モアン･ドップVatMoanDop(地図 2:H-13)で焼き,ワット･
トモー ･ダVatThmoDaで葬式を した｡ワット･プラサー ト･トモー ･ダVatPrasatThmo
Da(地図 2:ト14)でも同様の伝承を得た｡17)
VJ写本にも,この伝承 と類似するエピソー ドがある｡コーンは赤子の時に大魚 トレイ ･ポー
に飲み込まれたが,夢でお告 げを受けた僧侶 ソムダチ ･ブ レア ･ソクンティエ トゥパティ
SomdecPreahSukuntheathipteiに助けられ,ア一 ･バーンABanとメ一 ･ティエMeTea
というTeasaTeasei(奴隷)の夫婦に育てられた[3:129-131;9:102-103]｡コーンが成人 し
て後,辰年に, ソコンナポット王は,巨大なナーガが追 ってきて,火を吹いて王宮を焼 き,口
に白い傘をくわえて東に去るという予知夢を見た｡翌 日,王の目には, 2頭のナーガがコーン
の左右に絡みついているのが見えた｡この他様々に不吉な前兆があり,王はコーンを殺そうと
したが,ナーガがやって来てコーンを守護 した｡コーンは師であるソムダチ ･ブレア ･ソクン
ティエ トゥパティの寺に逃げ込み,部下を トモー ･ダの森に集め,バ ･プノムに行 って反乱を








ワット･シットーVatSithor(地図 2:M-32)の本堂正面 (東)に4基,本堂裏 (西)に1
塞,煉瓦とラテライ トでできた巨大なチェデイがある｡ 同寺で採集 した口承伝承でば 8)東側の
チェデイのうち南北軸上に並んだ3基は将軍のものであり,西側のチェデイはソコンナポット
王の王子のものであるという｡ 寺の南側には トゥオル ･バサンという名の小丘があり,口承伝
承では, ここにあったコーンの王宮を壊 して, ソムダチ ･ロヴィェ ･アエムSomdec Lvea
Aemがワット･シット-を建てたという｡ ワット･シット-と同じ南北軸上に分布するワッ
ト･プレイ ･バンVatPreiBang(地図 2:M-31),ワット･メ一 ･バーンVatMeBan(地図
2:M-31)ら,コーンに結び付けられる寺院である｡ ワット･メ一 ･バーンで採集 した伝承に
よると19)シット一に住むイェイ ･バーンYeayBanは,娘に対する求婚者があまりに多かった
ため,ワット･メ一 ･バーンの場所に逃れてきて,プレイ ･バン (プレイ-森,バン-隠す)
の森で娘を隠 した｡コーンはこのイェイ ･バーンとタ一 ･チェイTaCeiの子である｡


















Ⅳ ｢大航海時代｣のス レイ ･サ ン トー
Ⅳ-1 ロンヴェーク落城後のスレイ ･サン トー 王権
年代記によると,1594年にシャムの侵略を受けてロングェークが落城 した時,当時のソター
Sotha王はスレイ ･サントー に逃げ,続いて,ガルニエ訳とバンコク写本に拠れば リエウLiev










船団を持つオクニヤ･デ ･チューOcu丘aDechuがいたと記 している [30:82,134-139]｡後に
2人のヨーロッパ人が リエム ･チューン･プレイ-アナカバランを殺 し20)ソタ-王の末子をス
レイ ･サントーの王位に就けた[3:287-289;4:80-81;12.'72-73;7.'356-357;17:54;
30:79-82]｡
年代記によれば, この新王は, トボーン･クモム征服の最中に殺された｡王を殺 したのは,
ガルニエ訳, バンコク写本とムーラ訳では, チャームCam人パオラッBaorahとチュヴィェ
Cvea人ローク･スマウ ･ニエ ･ヴィェLokSmauNeaVea[4:81;7:358-359;17:54],
VJ写本では, トボーン･クモムのどエム ･チー ･レアンPeam CiLeang村で王を自称する
チャーム人パオ ･ラー トPaoRatとレアク･スミナ-LakSminaである｡VJ写本では,王を
殺 した後, パオ ･ラー トはトゥオン･パオ ･ラー トTuonPaoRatの名で王を自称 し, レア
ク ･ス ミナ-はウパ ヨリエチを自称 して, トボーン･クモムと周辺の地方を支配 したという
[3:289-290;12:75-76]｡モルガも,王とスペイン･ポル トガル人は,オクニヤ･ラカサマナ








相争い [7:361], スロック･クラウSrokKrau (外のくに) の人々は王を自称 して従わず
[4:81],または トボーン･クモムのチャーム人たちが度々王宮の近隣の地方を侵略 し [3:
295;12:81],国内が混乱 した｡モルガにも同様の記述が見られる [30:176]｡事態を収拾す
るために, 王族たちはソター王の弟スレイ ･ソリヨポワSreiSoriyoporをシャムから帰国さ
せ,王位に就けた｡スレイ ･ソリヨポワは王子達を派遣 して,地方を平定 した [3:322-327;
12:109-112].ソタ-の兄弟がオディア (アユタヤ)から帰国してカンボジアの王位に就き,
シス トルSistor(スレイ ･サントー )を始め各地の平定を進めたことは,モルガにも記されて
いる [30:249]｡この後,スレイ ･ソリヨポワの子チェイ ･チェッタ-CeyCetha王がウドン
王宮を建てて遷都する｡




ス トル,チュル ドゥムコChurdumuco(プノンペン)の3つである [5:95]｡ジャックJaque
はシストル王宮のパゴダは金か銀製で,ルビーの眼とダイヤモンドの歯がついていたといい,
中には高さ60クデー (30m)に至るものもあったと記 している [8:160]｡サン･アントニオ
によると, シストルはメコン河の岸上に在 り, 当時の人口は50,000人以上で, ここに宮廷が
あった[5:95-96]｡一方プノンペンの人口は,ジャックによると20,000世帯で,うち3,000世
帯は中国人であった [8:152]｡クルスはメコン河上流部を ｢シストルの河｣と呼び,トンレ･
サーブ河を ｢ロエクの川｣と呼ぶ [25:76]｡クルスがロエクはプノンペンから12レグワ (1
1egua-5km)の位置に在るというのに対 し [25:76],モルガはシストルがプノンペンから9
レグワ離れていたとする [30:78]｡即ち16世紀のスレイ ･サントー は,商都プノンペンに匹
敵 し,王都ロングェークに対抗 しうる都市であった｡
クルスは,メコン河を下って商取引にやってくるラオ人たちを目撃 している｡ラオ人たちは



































ソーを本屋形 (の子)または大王 (の子),ウパヨリエチ ･ノーンを二王 (の子)と表している｡











『華夷変態』には,-王がシャムとの境の ｢深南｣(1675年 22番贋南船),あるいは ｢奥山｣
(1679年 20番東輔案船)におり,二王もカンボジアより奥の ｢らう21)｣(1679年 20番東輔案船,
1679年 15番東京船),贋南の ｢ちゃんいん｣(1681年4番5番東捕案船)あるいは ｢虞南｣に
逃れたという記述がある｡さらに,1676年22番 23番虞南船は ｢-王は山中に居り,二王は海

















年 船 名 王 名 王 名 そ の 他
アン･ソー アン･ノーン
1675年 22番虞南船 元屋形の嫡子,本屋形 元屋形の兄の子
1676年 22番 23番虞南船 本屋形,-王 二王




1680年 7番東輔案船 山王 水王
1681年 4番5番束輔案船 本屋形の嫡子 二王





































































年 戟 西 岸 勢 力 の 動 き 東 岸 勢 力 の 動 き
カエウ .ファー .アン.チ-王 ウパヨリエチ .アン.タン
1673年 プノンペンに布陣 ユオン軍を率いて侵入ロゲイ工 .アエムに布陣
1674年 プノンペンで戦闘水軍がチユラン .チ ヨムレツで, ソムラオン. トン地方プラム . ドムラ プノンペン砦を落とすウパヨリエチ病死- .オン.ノーン敗北, スレイ ソー チ ヨー に撤退,徴兵ロゲイエ .アエムに進出キエ .ス ヴ アイ地方, コ ツ.ス
陸軍はプン .クバエ ンで戦闘
戦闘
ン王宮に住む ラー .カエ トに布陣
1675年 ポニエ .ルーで水陸軍の戦闘 王病死チエイチエツタ- .アン.ソー王ウ ドン.ルー .チエイ王宮に戻るカ ト ソムラオン.トン.スダムのトウオル .オー ユル 王宮に住む 敗北,ユオン国に撤退
1683年 プノンペンで戦闘ウド で戦闘 プノンペンに派兵,敗退 ユオン水軍を率い,カエ ト.バサ ック,ブレア .トロペアン,クロムオン.ソ-を征服カエ ト.ロゲ イエ .アエム,チ ユ
ウ ドンまでの陸路沿いに監視所を設けるスロック .カンダールのプラム .ドムラン砦に撤退.ルー .チエイ王宮に戻る ローィ .チヨンワ一に砦を築 くウ ドン ルー .チエイ王宮攻撃カエト.ソムラオン.トン.スダム 敗北,チェロ-ィ .チ ヨンワ-砦を
のブーム.バエク.チヤーン,カエ 川沿 いにプノンペ ン,チユロ-ィ . 放棄,ロゲ イ工 .アエムか らカエ
ト.ソムラオン.トン.チユヴューンのゲイエル.パオンで戦闘 チヨンワ-まで監視所を設ける ト.スレイ .ソー .チヨーに撤退
1689年 ソムダチ .チャウ .ポニエ.ヌー プノンペンに布陣 ロゲイ工 .アエムか らチユローィ .
と中国人タン.チヨン.イ工が王を裏切 ってウパヨリエチに組するス トウン.トタン.トンガイで戦 チヨンワ-砦を攻める敗北,チユローィ .チ ヨンワ-砦,




その第 1は1676年に (22番 23番虞南船)船数腹を持ち,手下の賊徒数百人を持っていた中




ある｡彼は二王を支持してカンボジアの海辺を支配 した｡1688年 11月にも (1689年 52番 74
番束輔案船,69番廉南船)黄票は500人を引き連れ,大船 5牌を持って,二王と結んで-王に




すなわち,17世紀後半のスレイ ･サントー に自立 した二王の勢力基盤は,メコン下流部に入









(1694年 61番遭遇船,62番束輔案船,1695年 26番 27番 28番束輔案船,1696年 51番69番
81番東輔案船,1697年 77番 81番83番 87番束輔案船)｡
1698年 (38番 40番69番束輔案船)2月になると,虞南屋形の使者が,船4舷に300人以上




























































さらに 『華夷変態』の記述を見ると,シャムとベ トナムはそれぞれ ｢国境｣まで出兵 し,直接
に対時している｡また1718年に遅避船が廉南の海上を通ったとき攻撃されたことから,この事
件は,ウドン王権の帰属を巡る,シャムとベ トナムの直接戦争に転換 していたということがで






段階では,メコン水系を掌握するスレイ ･サントー が,｢水王｣として,｢山王｣ウドンに対 し
て独自の勢力圏を維持し得たのである｡｢水王｣ノーンがスレイ ･サントー に自立 した時期は,
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